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＜連絡事項＞
・教育委員会より
　　2020年度　各研修予定表が掲示板に記載されています。各自、確認し、出来るだけ参加するようにしましょう。
＜転棟・転出＞
・村山　公基様～東B2号室→西B28号室
・中居　伊佐男様～東D17号室→西B29号室

＜患者様連絡事項＞
・三浦　常雄様～本日、日赤病院へ家族付き添いで受診。次回、5/11　8:30～14:00で外出
申請を行う。入院証明書は医事へ依頼済み。
・小澤　和子様～入院時からの左肘関節骨折の所見あり。本日、滝澤整形外科クリニック受診している。疼痛の訴え無く、古い骨折の為、経過観察となる。処方等は無い。家族様（弟様）への連絡は済み。
・助川　節子様～緊急時の対応について、家族様へ再度確認している。現在の情報を伝え、当院での対応で了解を得ている。面会も希望されているが、帰八時は連絡いただける事となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。アニメや自己の容姿についての話し掛け多い。他者交流見られるが、苛々感の訴えはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。表情の冴えなさなく対面時穏やかだが、余暇時は自室でぼんやりと立ち尽くしている事が見られている。粗暴性なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・田中　稔美様～帰宅要求や易怒性みられず、ホールで穏やかに過ごす。
・川村　みせ様～帰宅要求や希死的発言なく穏やか。余暇時は自室で臥床し過ごす。
・助川　節子様～拡張期血圧高値、頻拍あるが不調の訴えはない。下腿以外の浮腫著明。帰宅要求聞かれている。
・田邊　廣二様～ほとんど自室で臥床して過ごしている。不調の訴えや飲酒に関連した発言はない。
・福嶋 芳子様～食事の食べこぼし多く、栄養に相談。昼より粥 (普通盛り) ・荒キザミに食事形態変更となる。
＜金Dr診察＞
・飯岡　未来様～先日の採血結果でプロラクチン高値。薬剤変更していくことを本人へ説明している。今回は同内容で7日分処方となる。

・恵茂田　義春様～同内容で7日分処方となる。
・東野　愛様～外泊などに関した確認行為頻回にあり。臨時薬は同内容で7日分処方となる。

＜新入院患者様情報＞
日時：R2.4.6  13:00

   氏名：成田　輝彦（なりた　てるひこ）様

生年月日：昭和41年3月1日（54歳）

　　病名：精神遅滞、てんかん

　　性別：男性

　主治医：金Dr（サポート医　深澤Dr）

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟合併症室

　(経過）

　生来的な知的障害を有する。正常分娩で出生。生後6ヶ月後、高熱・下痢等の症状を来たして八戸赤十字病院へ搬送される。仮死状態となり、同時にてんかん発作を来たして以後てんかんの治療が継続して行われていた。S61年12月、知的障害者更生施設「あかしや寮」へ入所。その後、易怒性・易興奮性が顕著となり、他者に対する暴言・暴力行為が目立つようになる。上記症状の治療を目的として、H20.1.21青南病院を初診。以後青南病院への定期的な外来通院を継続していた。R1年の間に大きなてんかん発作が二度あり、R2年2月頃からは失禁が増え、転倒することや、呼びかけに応えずぼんやり立ち尽くす様子があった。

　R2.4.6、20:50硬直発作を起こし、流延あり、八戸市立市民病院へ救急搬送され、点滴治療施行。その後発作なく経過し簡単な疎通はとれるが、発作以前と比較しまだ意識が朦朧としている状態であるため、当院で加療し薬剤調整目的にてＲ2.4.6　13時東病棟合併室へ母様の同意を得て医療保護入院となる。

　
・備考：CSセットBプラン
オムツプラン②
　　　　売店購入：5000円/月
　　　　内履き以外は返却している。
